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●最優秀賞・財団法人理想教育財団賞
・選択理科通信「サイエンス」　

安城市立篠目中学校　石原茂樹　　　　
●優秀賞 
全国新聞教育研究協議会賞
・学校だより「桃華」 

宮城県　蔵王町立宮中学校　大沼常次　
●審査員特別賞
・給食だより「ランチタイム」「給食通信」

我孫子市立我孫子第一小学校　滋野裕子
・学年便り「花」

太田市立藪塚本町中学校　高久三枝子　
・学年通信「雑木林通信」

兵庫県立播磨農業高等学校　藤本哲也　
●審査員奨励賞　　　  
（学級づくり賞）
・学級通信「わくわく」 　

帯広市立東小学校　森　圭介　 　　　　
（レイアウトで賞）
・校報「かもめ」　釡石市立唐丹小学校　青笹光一
（アイデア賞）
・図工科教科通信「ギャラリー通信」

明石市立魚住小学校　河合健次　　　　
（のびのび賞）
・学級通信「ぱちぱち」　

国東市立伊美小学校　竹井弘子　　　　
（写真が最高で賞）
・学級通信「行人」　

札幌市立宮の森中学校　森山正樹　　　
（手書きの力賞）
・３年５組学級だより「はじめの一歩」

秩父市立秩父第一中学校　町田妙子　　
（ナイス見出し賞）
・学級通信「花鳥風月」

加古川市立加古川中学校　阪田一史　　

●優良賞
・ほけんだより「ほっと箱」　

岩手県　洋野町立宿戸小学校　佐々木ひとみ　
・学級通信「チャレンジ」　鶴岡市立大網小学校　守岡悦子
・学級だより「たったひとつの宝もの」　

世田谷区立桜町小学校　岩田郷子　　　　　　
・学級通信「かけはし」　江東区立東陽小学校　井上大輔
・学年便り「だいち」　上越市立谷浜小学校　堀井直樹
・学年だより「もり　もり　もり」 長野市立豊栄小学校　下　育郎
・学級だより「一本の樹」　岡崎市立矢作東小学校　藤田　宏
・学校通信「北野の風」 

岡崎市立北野小学校　林　茂生 /柴田ゆかり　
・学校だより「ちかなが」　

愛媛県　鬼北町立近永小学校　丸山順二　　　
・校報「おやけ」　たつの市立小宅小学校　田中一典
・「ほけんだより」 　尾道市立吉和小学校　田房圭子
・学校だより「広徳だより」　北九州市立広徳小学校　守田孝子
・学級通信「どんまい」　熊本市立黒髪小学校　石原史彦
・学校だより「Kｉｔａ　J．H．“SCHOOL NOW”」 

青森市立北中学校　野宮雅幸　　　　　　　　
・学校だより「不撓不屈」　釡石市立唐丹中学校　渡邉真龍
・3年 2組学級通信「Brave ～挑戦！」

つくば市立手代木中学校　竹谷　淳　　　　　
・学級通信「四季」　春日部市立豊春中学校　三浦　力
・学級通信「サラダボウル」　足立区立第十四中学校　森田卓司
・2年 2組学級通信「空とぶぺんぎん」　

川崎市立西高津中学校　石井由紀子　　　　　
・学年通信「GO AHEAD! マエへススメ」 

川崎市立東高津中学校　安掛利明　　　　　　
・特別支援学級通信「Andante ～歩く速さで～」

川崎市立宮前平中学校　田代紀子　　　　　　
・学年だより「ウィキャン」　知多市立八幡中学校　岩澤弘之
・学級通信「みんな主人公 25」　宇治市立木幡中学校　林原　茂
・ほけんだより「ドンマイ」　津山市立北陵中学校　藤田照子
・ソフトテニス部通信「Smash」　

宇部市立小野中学校　景山日出男　　　　　　
・学級通信「仲間」　霧島市立日当山中学校　山内耕治　
・学級通信「蒲公英」　鹿児島市立東谷山中学校　吉松孝展
・学校だより「不撓不屈」　糸満市立糸満中学校　金城安正
・「函水生徒指導部便り」　北海道函館水産高等学校　山本かおり
●新人賞
・学年だより「Never Give Up!（ねばぎぶ）」　

北区立王子第二小学校　上野政治　　　　　　
・カウンセラーだより「second step」

学校法人三育学院 横浜三育小学校　鍋島祐美子
・学級通信「Advance!（アドバンス）」

南あわじ市立松帆小学校　浜田啓久　　　　　
・学年だより「ふたば」 江東区立亀戸中学校　小峰　渉
・学級通信「六十八の瞳」　川崎市立西生田中学校　小圷玲子

◆入賞作品集をプレゼント
豊富な実践事例が満載されており、通信づくりの貴
重な資料として活用できると好評の入賞作品集。第
5回の今回は、入賞者46名の作品、活動報告、講評・審
査員座談会などを収載。ご希望の先生方に無料で差
し上げます。財団ホームページからお申し込みください。

●上記受賞者の他佳作を含む入賞・入選者一覧（118 名）は、財団ホームページ（http://www.riso-ef.or.jp/）をご覧ください。

＊敬称略／学校名は応募時点のものです。
＊審査の対象は、平成 20年４月以降に発行された作品
　が対象です。
＊新人賞は、教職歴 5年までの方が対象です。

第５回「育て！プリントコミュニケーション」コンクール入賞者一覧
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―
―

受
賞
の
率
直
な
お
気
持
ち
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　
は
じ
め
に
、
お
聞
き
し
た
と
き
に
は
本
当
に
驚
き
ま
し
た
。
日
刊
で

出
さ
れ
て
い
る
先
生
が
多
い
中
で
、
こ
の
「
サ
イ
エ
ン
ス
」
は
週
刊
。

過
去
の
経
験
で
日
刊
の
大
変
さ
を
知
っ
て
い
る
の
で
、
ま
さ
か
、
私
が

選
ば
れ
る
は
ず
が
な
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
も
多
く
の
皆
さ
ん

の
支
援
の
た
ま
も
の
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

―
―

発
行
の
動
機
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。 

　
２
年
生
の
選
択
理
科
は
週
に
１
回
だ
け
。
ど
う
し
て
も
生
徒
は
前
の

授
業
の
内
容
を
忘
れ
が
ち
に
な
り
ま
す
。
授
業
の
復
習
に
も
な
る
教
科

通
信
が
必
要
で
は
と
思
い
、
発
行
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
授
業
の
は

じ
め
に
、
ま
ず
は
生
徒
に
読
ま
せ
て
い
ま
す
。

―
―

通
信
の
役
割
・
意
義
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

　
通
信
は
、
学
校
と
生
徒
だ
け
で
は
な
く
、
家
庭
や
地
域
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
も
欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
。
私
の
モ
ッ
ト
ー
は
「
地

域
の
人
材
に
学
び
、
学
び
を
地
域
に
返
す
」
こ
と
。
授
業
で
も
、
地
域

の
自
動
車
産
業
を
支
え
て
こ
ら
れ
た
元
技
術
者
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
人

材
を
社
会
人
講
師
と
し
て
何
度
か
招
き
、
生
き
た
理
科
を
子
ど
も
た
ち

に
教
え
て
い
ま
す
。
そ
の
学
ん
だ
成
果
を
、
毎
週
「
サ
イ
エ
ン
ス
」
を

通
じ
て
、
家
庭
に
も
お
届
け
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
学
校
・

学
級
通
信
に
限
ら
ず
、
あ
ら
ゆ
る
通
信
に
は
学
校
と
家
庭
・
地
域
の
橋

渡
し
を
す
る
役
割
が
あ
る
と
日
々
実
感
し
て
い
ま
す
。

―
―

保
護
者
や
地
域
の
方
々
の
反
響
も
大
き
か
っ
た
よ
う
で
す
ね
。

　
一
番
う
れ
し
か
っ
た
反
応
は
、「
サ
イ
エ
ン
ス
の
お
か
げ
で
、
父
親

と
子
ど
も
の
会
話
が
弾
む
よ
う
に
な
っ
た
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
当
校

は
父
親
が
製
造
業
に
従
事
す
る
生
徒
が
多
く
、
科
学
技
術
や
理
科
に
関

心
が
高
い
土
地
柄
で
す
。
通
信
を
父
子
で
読
み
な
が
ら
、
父
親
が
息
子

に
仕
事
の
話
を
す
る
と
い
う
ケ
ー
ス
も
出
て
き
て
い
る
よ
う
で
す
。
ど

う
し
て
も
中
学
生
に
な
る
と
、
父
親
と
の
関
係
が
希
薄
に
な
る
傾
向
が

あ
り
ま
す
が
、
通
信
を
通
じ
て
父
親
の
存
在
感
を
強
く
す
る
こ
と
が
で

き
た
と
し
た
ら
、
こ
ん
な
に
喜
ば
し
い
こ
と
は
な
い
で
す
ね
。

―
―

レ
イ
ア
ウ
ト
や
文
章
な
ど
で
工
夫
し
て
い
る
点
は
あ
り
ま
す
か
。

　
私
自
身
、
地
元
の
新
聞
社
で
行
う
講
習
会
に
も
参
加
し
て
、
新
聞
づ

く
り
の
ス
キ
ル
を
学
ん
で
い
ま
す
。
特
に
重
視
し
て
い
る
の
は
、
レ
イ

ア
ウ
ト
と
見
出
し
。
ぱ
っ
と
見
て
分
か
る
よ
う
な
記
事
の
レ
イ
ア
ウ
ト

は
も
ち
ろ
ん
、
読
者
の
気
持
ち
を
引
く
見
出
し
の
入
れ
方
に
も
頭
を

絞
っ
て
い
ま
す
。
駅
売
り
の
夕
刊
紙
も
た
ま
に
買
っ
て
、
見
出
し
や
タ

イ
ト
ル
の
入
れ
方
を
参
考
に
し
て
い
る
ん
で
す
。

■制作データ■
・紙面のサイズ　Ａ４
・毎号のページ数　１ページ
・カラー印刷（一部モノクロ）

●安城市立篠目中学校　石原茂樹先生

理科を通じた学校と家庭、
地域との交流。
教科通信がその橋渡し役に

最
優
秀
賞
・（
財
）
理
想
教
育
財
団
賞
　受
賞
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

・発行部数　30部
・発行間隔　週１回（選択理科の授業日）
・配布対象　生徒及び保護者
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